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1.は じ め に
1-1。 目 的
多人 数 の 口頭 表 現 指 導 は教 師 に と って大 変 で あ る 。 また,学 習者 に とっ
て も話 す 機 会 が 少 な くな る こ とに よ って コ ミュ ニ ケー シ ョン能 力 が 伸 び な
い な ど,マ イ ナ ス 面 が強 調 され る こ とが多 い。 多 人 数 の 口頭表 現指 導 では
教 師 が学 習 者 にい か に応 答 の機 会 を均 衡 よ く,し か も効 率 よ く与 え られ る
かが最 大 の問題 とな るが,ど の よ うな シ ラバ ス で,ど の よ うな指 導 が効 果
的 で あ ろ うか。 そ れ に よ って,ど の よ うな学 習 効 果 が期 待 で き るで あ ろ う
か。多 人 数 は学 習者 の心 理 作 用 に 関 わ って くる の だ ろ うか。 この よ うな点
を把握 す る こ とが 筆者 の今 後 の指 導,並 び に研 究 に とっ て重 要 で あ る と考
え る。
そ こで,本 稿 で は,ScacellaandOxford(1992)が 提 唱 す る 「タペ ス
トリー ・ア プ ロー チ」 を参 考 に,多 人 数 の ク ラ ス の た め の シ ラバ ス を考
1)本 稿 で使 用す る 「多 人数」 とは,(1)単 一国 か らの非母 語話 者 で はな く,
様 々な国か らの非母 語話者 が20人 程度存在す るク ラス として考 える。 同 じく多人
数 であ って も,(2)単 一国か らの非母語話者 で20名 のク ラス,ま た,少 人数(半 数
程度)で あっても,上 述 の(1)と(2)の ケース も考 え られ る。筆者 はこれ までに全 て
のケースを経験 して きてい るが,本 稿 では,多 人数(1)の ケースにつ いて述べ る。
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え,そ して実践 し,そ の結果から今後の授業の指針 となるべき点 を探 りた
いと思 う。具体的には20人 前後の初級後半 レベルの 「口頭表現」クラス









多人数 は,学 習者の心理作用に深 く関わる。
1-2.コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン能力 開 発 の た め の先 行 研 究
1970年 代 の 「Communicative・apProach」 の 登 場 に よ り,日 本 で
も コ ミュニ カ テ ィ ブな,あ る・いは,コ ミ ュニ ケ ー シ ョンに役 立 つ 言語 教 育
が提 唱 され る よ うに な った 。 これ は従 来 の言 語 能 力(grammaticalcom-
petennse)だ け で は な く,コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力(communic段tive
competence)養 成 を現 実 の言語 活 動 を通 して行 う こ とに よ っ て,さ ら に
学 習 効果 をあ げ る こ と を意 図 として い る 。
1980年 代 に は,海 外 で 目本 語 を学 ぶ 大 学 生 の ク ラ ス に実 際 に 「コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン能 力 開 発 」 に重 点 をお い た コー ス設 定 ,そ して実 践 した報 告
が 寄 せ られ て い る(当 作1985)。 目本 で は,畠(1988)は 伝 統 的 な教 授 法
で は 文法 教 育 が 中心 で あ り,会 話 教 育 は実 質 的 に は存 在 して い な か っ た と
指 摘 し,文 法 教 育 か らコ ミュニ ケー シ ョンヘ の会 話 教 育 移 行 の必 要 性 を説
い て い る。 そ して,真 の会話 教 育 に は文 法 や 語 彙 とい う会 話 の素 材 だ け で
は な く,会 話 教 育 のた め のス トラテ ジー を教 え る こ との重 要 性 を説 い て い
る。 この考 え を反 映 し,今 目で は,テ キ ス トも従 来 の構 文 シ ラバ ス に機 能
シ ラ バ ス を加 えた もの が主 流 に な って い る。
1990年 代 に はCommunicativeApProachに 対 す る認 識 が さ らに深
ま り,目 本 語 教 育 の 現 場 で は文 法(迫 田,西 村1991)や 漢 字 指 導(川 ロ
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1993),そ れ に 「ビデ オ レ ター 制 作 」 の プ ロジ ェ ク ト ・ワー ク(茜1997)
に も有 効 で あ る こ とが実 証 され てい る。
2・ タ ペ ス トリー ・ア プ ロー チ の 理 念一 ス キ ル の統 合 一
ScacellaandOxford(1992)1ま,コ ミュ ニ ケー シ ョンに と って言 語 の
主要 ス キル(listening,speaking,reading,wMting)と 補 助 ス キル(文
法 学 習 ス キ ル・ 句 読 法,発 音,語 彙)の 統 合 の必 要 性 を指 摘 し,次 の よ
うに述 べ て い る。
言 語指 導 は ス キ ル の統 合 に よ り,全 て の主要 ス キ ル と補 助 ス キル が相
互 に発 達 す る 。 これ は言 語 形 式 の詳 細 な部 分 よ り も内容 そ の もの の学
習 を促 進 す る 。 自然 なイ ン タ ラ ク シ ョンや コ ミュ ニ ケー シ ョン を行 う
た め に は,学 習 者 に言語 の主 要 ス キ ル と補 助 ス キル を統 合 す る機 会 を
豊 富 に与 え る こ とが極 め て重 要 で あ る。 タペ ス トリー の主題 は,こ れ
ら二 つ の の ス キル を統 合 し,巧 み に調 和 させ た 図柄 とみ な す こ とが で
き る(p.121～125)。
現 実 問題 と して,言 語 教 授 は一 度 に一 つ の技 能 の み で教 え る こ とは不 可
能 で あ り,実 際 に は一 つ の技 能 は他 の技 能 に係 わ って くる 。 口頭 表 現 ク ラ
ス を例 に と る と,ま ず,教 師 は 口頭 で指 示 を行 う。学 習 者 は 内容 を把 握 す
る た め に聴 解(聞 く)技 能 を活 用 し,質 疑 応 答 で話 す技 能 を使 う。 そ して,
与 え られ た 教 材 を理 解 す る た め に 語彙 や 文 法 な どの補 助 ス キ ル を用 い る 。
しか しな が ら,こ の タス クの焦 点 は常 に 「話 す 」 こ とに 当て られ る。
ScacellaandOxfordは ・ 「一 つ の技 能 の練 習 は他 の技 能 の 発達 を促 進
させ る が,他 の技 能 の練 習 の完 全 な代 用 とは な らな い 。 しか し,そ こに は
相 乗効 果 が 生 じて くる」 と述 べ て い る 。 これ が 「タペ ス トリー ・ア プ ロー
チ」 の 基本 理 念 で もあ る 。
3.タ ペ ス トリー ・ア プ ローチ の構 造
タペ ス トリー ・ア プ ロー チ は ス キ ル統 合 に深 く関 わ っ て い る 。そ の理念
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につ い ては 先 に ふ れ て い る。 ここ で は,こ の ア プ ・一 チ の指 導 モ デル につ
い て述 べ た い と思 う。
3-1.内 容 重 視 の指 導 法
ScarcellaandOxfordに よれ ば,ス キル統 合 の 最 も重 要 な タ イ プ の一
つ は 内 容 重 視 の指 導 で あ り,こ れ に は3つ のモ デ ル が あ る。 そ の 中 で 一
番 大切 な モ デル が 「テ ー マ重 視」 の指 導 モ デル で あ り,テ ー マ は 学習 者 に
とって興 味深 く,多 様 な言 語 形式 や言 語 機 能 の練 習 が で き る もの で な けれ
ば な らな い と述 べ て い る 。 そ して,こ の指 導 に お け る教 師 の役 割 は,次 の
2点 に絞 られ る。
1)学 習 者 が コ ミ ュニ ケ ー シ ョン能 力 を発達 させ る よ う援 助 す る こ と。
2)特 定 の テ ー マ と関連 す る概 念 や 用語 を紹 介 した り,一 般 的 な学 習 方
略 を指 導 す る こ と。
ScarcellaandOxfordは 初級 学習 者 の た め の具 体 的 な指 導例 と して ・
「アパ ー トを借 りる,パ ス に乗 る,レ ス トラ ン で食 事 の 注 文 をす る,簡 単
な買 い物 をす る」 な どを挙 げ て い る 。 これ らは,言 語 に よ る基 本 的 な対 人
関係 や生 活 に必 要 な最 低 限 の事 が ら と関連 す る か らで あ り,真 の コ ミュ ニ
ケー シ ョ ンの 内容 で あ る か らだ と述 べ て い る(p.127～128)。
3-2.タ ス ク重 視 の指 導 法
ス キル統 合 の も う一 つ の重 要 な モ デ ル が タ ス ク重 視 の指 導 で あ り,こ れ
に は コ ミ ュニ ケ ー シ ョン ・タス ク(ペ ア ・ワー クや グル ー プ ・ワー ク)が 含
まれ る。 この タス クは形 式 よ りも意 味 に 関心 が払 わ れ,オ ー セ ンテ ィ ッ ク
な言語 での理解や表現 を行 う,イ ンタラクシ ョン中心 の活動 である。
ScarcellaandOxfordは 「言 語 学 習 にお け るイ ンタ ラ ク シ ョン にお い て
教 師 や(学 習 者 間 の)熟 達者 な どか ら適 当 な援助 が与 え られ れ ば,さ らに言
語 習 得 が 促 進 さ れ る」 と述 べ て い る 。 タペ ス トリー ・ア プ ロー チ で は,
3-1と3-2で 述 べ た二 つ の指 導法 が統 合 され る。
3-3.方 略 的 トレー ニ ン グ
ScarcellaandOxfordに よれ ば,方 略 トレー ニ ン グ とは 「話 す 能 力 を
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より習熟 した学習者や母語話者 と話す機会 を持つことによって,適 切な言
語使用(言 語使用域,発 話行為,イ ントネーション)が できるようになる。
例えば,formal/informalな スタイルや状況 に応 じた中立的 なスタイル
の使い分けなどである。
(3)談 話能力
この能力は,話 す能力の向上を目的とした 「流暢さ」と 「正確 さ」を増す
言語活動に関与する。この能力により,会 話における発言交替(会話で発
言を変えた り,一 時停止 した り,相 手に発言 させた りすること)ができ,
会話の開始,会 話の修復,継 続などができる。
(4)方 略的能力
この能力により,効 果的にコミュニケーションを行 うことができ,種 々の
トヒ。ックを話題 にした り,そ れに加わることができる。
図で示すと次のようになる。
文法能力 .方 略的能力





(適切 な言語使用:言 語使用域,(会 話 の一貫性や結束性)
発話行為 イ ン トネ ーシ ョン
を含 む)





口頭表現であって,会 話(2人 以上の参加者によって,音 声言語 を使 って
行われる社会的相互作用)か ら区別 されな くてはな らないとしている。 し
かし本稿では,口 頭表現は会話文の暗記だけではなく,「考えたことを話
して表現する」ことも含 め,広 く捉えたいと思 う。
4-2.口 頭表現の学習内容
口頭表現には大きく分けて(1)対 話 と(2)独 話 の二領域がある。シラ
バスの作成に当た り,斉 藤(1978)と 川本(重999年 度 目本語講座 「口頭表
現指導項 目」 より引用)を 参考に,以 下の学習内容を採用した。
・対話:あ いさつ(目常場面での決まったや りとり)
質問 応答 あげる ・もらう 許可求め ・許可与え 依頼 忠
告 ・助言 伝言 議論 宣言 演劇(俳 句 を作って鑑賞する)
・独話:伝 達(自 己紹介後にクラスメー トのプロフィール作成など)
説明(日本 と自国の考え方や文化の違いなどの比較)
口頭発表(決 められたテーマ,自 由テーマで発表)
5.実 際 の ロ頭 表 現 ク ラス 指 導 の た め の概 要
5-1.対 象 者
21名 の対 象 者 は,早 稲 閏大 学 目本 語 研 究 教 育 セ ン ター別 科 目本 語 専 修
課 程,2000年 度 秋 学 期 の 口頭表 現3の ク ラ ス に 在 籍 した学 習 者 で あ る 。
口頭 表 現 は3か ら8の レベ ル まで あ り,3レ ベ ル は初 級 後 半 レベ ル に属 す
る。
出 身 国 は,ア メ リカ(2),オ ー ス トラ リア(1),ス ウェ ー デ ン(1),ス ペ
イ ン(1),中 国(1),香 港(1),1台 湾(2),デ ンマ ー ク(2),ド イ ツ(5),フ ィ
リ ピ ン(1),ポ ー ラ ン ド(1),マ レー シ ア(2),ラ トビァ(1)と 多 岐 に わ た
っ て い る 。
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目本 語 学 習 歴 は最 長 が5年 で,平 均 す る と2年 前 後 とな っ て い る が,
半 年 の学習 歴 を持 つ 台湾 か らの学 習 者 が一 名 在 籍 した 。
5-2。 授 業 計 画 と使 用 教 材
当初 の登 録 で は13名 と な っ て い た が,レ ベ ル変 更 者 が増 え,最 終 的 に
は21名 の学 習者 を抱 え る こ とに な っ た。 人 数 に対 す る不 安 が あ った が ,
タペ ス トリー ・ア プ ロー チ の理 念 に沿 って,90分2コ マ の使 用 で以 下 の
よ うな授 業 計 画 を立 てた 。
1時 問 目:1)「 対 話 」 関 連 の学 習 項 目 を使 い,談 話 練 習 を通 して定 式
(9:00-10:30)化 され た表 現 の習 得 。必 要 に応 じて文 法 に もふ れ な が ら
ス キ ッ ト作 り一 発 表 と,イ ン タ ラ ク シ ョンの機 会 が増 え
る よ うに す る 。
2)タ ス ク で は,発 音 や 文 法 使 用 の正 確 さ(Acuracy)も 指
導 目標 の ひ とつ とす る。
2時 間 目:1)「 独 話 」 関連 の 学 習 時 問 と し,各 自 が 自 由 な雰 囲 気 の
(10:40-12:10)中 で発 表 した り,意 見 を述 べ た りす る 。
2)口 頭 発表 の機 会 を通 じて,お 互 い の国 の文 化 を知 る。
3)発 表 では,流 暢 さ(FIuency)を 尊 重 す る。
上述 の 「流 暢 さ」 とい う用 語 に つ い て は様 々 な定 義 が あ る よ うだ が,こ
こで は必 ず し も文 法的 に正 しい文 を使 用 す る能力 を含 まな い こ とに す る 。
使 用教 材:「TotalJapanese(TJ)会 話 の本1,2」
「み ん なの 目本 語1
,2」,「 中級 か ら上級 へ の 目本 語 会 話 」
「み ん な の 日本 語 初 級 や さ しい作 文 」
「目本 語 初 中級 一 理 解 か ら発 展 へ一 」
,「 目本 語初 歩 」
映像 教 材:新 目本 語 の基礎1,2の 会話 ビデ オ
目常 生活 にみ られ る 目本 の文 化
ビデ オ講 座 「日本 語 」 受 け身,使 役,敬 語
時問 お よび 回数 は,2000年9月27目 か ら2001年 度1月17目 まで週
1回,2コ マ(180分)授 業 で,計14回 の コー ス で あ る。
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5-3.シ ラバ ス の紹 介
シ ラバ ス に は3-3で 述 べ た1)文 法 能 力,2)社 会 言 語 能 力,3)談 話 活
動,4)方 略 的能 力 に,4-2で 述 ぺ た授 業 項 目 を リ ンク させ た もの を準 備 し
た 。
2000年 ～2001年 日本 語講座 「口頭表現」3A・B
2000.9/27
1,2限 目:コ ー ス の説 明 。
自己 紹 介 を兼 ね て,ク ラス メー トの プ ・ フ ィー ル 帳 を作 成
10/4
1,2限 目:助 詞 の復 習(1),許 可 求 め ・許 可 与 え
「早 退 の許 可 を も ら う」 ビデ オ 試 聴:基 礎2・39課
「こ こ に荷 物 を置 い て もい い です か」TJ18課
10/11
1限 目=助 詞 の復 習(2),依 頼 「見 て い た だ け ませ ん か 」TJ19課
授 受 表 現 「交 番 で 教 えて も らっ た ん です 」TJ25課
2限 目:会 話 テ ス トの準 備(1):ト ピ ッ ク を決 め る。 意 見 を述 べ る練 習
10/18
1限 目:助 詞 の復 習(3),忠 告 ・助 言 「～ た方 が いい です 」
「忘 れ物 」 ビ デ オ試 聴:基 礎2,29課,TJ31課
2限 目:文 句 ・苦情 を言 う 中級 か ら上級 へ の 目本 語 会 話3課
会 話 テ ス トの 準備(2):原 稿 の チ ェ ック
10/25休 講
11/1
1限 目:助 詞 の復 習(4)・ 会 話 の テ ス ト(ゼ デ オ撮 り)
2限 目ニ ビデ オ を見 な が ら全 員 で フ ィー ドバ ック し,評 価 用 紙 に記 入
シ ョー トデ ィ ス カ ッ シ 三ン の準 備(1):ト ピ ック を決 定
11/8
1,2限 目:助 詞 の復 習(5),受 け身 ・使 役 形 の復 習
シ ョー トデ ィ ス カ ッ シ ョ ンの準 備(2)=原 稿 の チ ェ ッ ク
11/15
1限 目:助 詞 復 習(6),可 能,予 想,宣 言
2限 目:シ ョー トデ ィス カ ッシ ョン1回 目
問 題 提 起,自 分 の意 見 の提 示,皆 へ の 質 問,議 論,ま と め
11/22
1限 目:助 詞 の復 習(7),伝 言
敬 語 の復 習 「電 話 が あ った とお 伝 え い た だ け ます か 」TJ36課
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2000年 ～2001年 日本語講座 「口頭表現 」3A・B
2限 目:シ ョー トデ ィ ス カ ッシ ョン2回 目
11/29
1限 目:助 詞 の復 習(8),敬 語 復 習(れ る ・られ る を使 っ た言 い方)
「ア ルバ イ トの面 接
,発 表 者 の 紹 介 」 目本 語 初 中 級19課
2限 目:シ ョー トデ ィ スカ ッ シ ョン3回 目
12/6
1限 目:助 詞 復 習(9),電 話 での 許 可 求 め ・許 可 与 え
「2時 にお じゃ ま させ て い た だ き た い ん で す が
」TJ38課
2限 目:シ ョー トデ ィス カ ッシ ョ ン4回 目
12/13
1,2限 目3助 詞 復 習(19)最 終 回,シ ョー トデ ィ ス カ ッシ ョン5回 目
昼 食 会
2001.1/9
1限 目:日 本 事 情 「お 正 月 」 の ビデ オ 試聴
説 明,比 較,判 断 「冬 休 み ・お正 月 は い か が で した か」
2限 目:俳 句 作 り(季 語,作 り方,ル`ル の説 明)(1)
1/17
1限 目:経 験,比 較,自 身 の 意 見 の提 示
「日本 と 自国 の を比 較 して
,ど う思 い ます か」
2限 目1俳 句作 り(2)
毛 筆 で清 書,鑑 賞
5-4。 実 際 の授 業 の 進 め方
1)助 詞 の復 習 。 これ は,口 頭 練 習 で助 詞 の誤 用 が 多 い こ とと,そ れ に
文 レベ ル での 発 音 の練習 も兼 ね て い る。
2)口 頭 表 現指 導 の た めの シ ラバ ス(5-5参 照)に 沿 っ て進 め る。
3)会 話 力 が っ い て きた5週 あ た りの2限 目に 本 稿 で紹 介 す る 「シ ョ
ー トデ ィス カ ッシ ョ ン」 を導 入 す る
。
5-5.シ ョー トデ ィ ス カ ッシ ョン とは
シ ョー トデ ィ ス カ ッシ ョン(以 下SD)と は,4-2で 述 べ た 「対 話 」 の議
論 ・意 見 の陳 述 と 「独 話 」 の 口頭 発 表 を ミ ッ クス させ た もので,原 稿 の準
備 は他 の発 表 の場 合 と変 わ らな い が,内 容 は 「要 旨文 」 に相 当 す る。 これ
は,一 人 の教 師 が21人 の原 稿 を添 削 す る際 の負 担 軽 減 を考 慮 し,そ れ に
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討論形式にして学習者に話す機会を与え,さ らに全員で考 えることをね ら
い と して い る 。次 の4点 を学 習 目的 とす る。
1)目 本 で の生 活 を通 して得 た知 識,強 く感 じた こ とに つ い て 問題 を提
起 し,互 い に意 見 を出 し合 う。
2)話 した い こ との要 点 をま とめ た発 表 が で き る よ うに な る。
3)コ ミ ュニ ケ ー シ ョンに加 わ る こ とが で き る よ うにな る。
4)学 習者 が互 い の考 え方 や新 しい発 見 を共 有 す る。
実 際 の授 業 で は,以 下 の1)か ら.7)の 順 序 で進 ん だ 。
1)テ ー マ決 定 の た め の話 し合 い をす る 。
2)原 稿 の 準備 。教 師 に よ るコ ンサ ル テ ー シ ョン。
3)発 表 開 始:キ ー ワー ド(5つ)の 提 示 。 キー ワ ー ドに つ い て 説 明 を加
え る場 合 も あ る。
4)テ ー マ にっ い て 説 明 し,自 分 の意 見 を述 べ る。
5)み ん なへ質 問 す る。
6)み ん な で意 見 を出 し合 う。
7)発 表 者 はみ ん な の意 見 をま とめ て(summarize)発 表 し,し め く く
る 。
5-6.シ ョー トデ ィ ス カ ッシ ョンの テ ー マ と発 表 者 リス ト
発表者 性別 国 籍 発 表 テ ー マ
M 女 ス エ ー デ ン 目本には 自動販 売機 が多す ぎるで しょ うか
一 自販機 は 自然 のた めに良 いか,悪 いか一
K 女 ア メ リカ どうしてポル ノ漫画 に人気 があるか
一ポル ノ漫画 は 日本 の社会 に影響 を与 えている
かど うか一
1 男 中国 日本の学生の学力低 下 は誰 の責任 か
一 日本 の入学制度に問題 があるのではないか一
E 男 オ ー ス トラ リア 目本 に住 んでい る外 国人 は どん な仕事 ができま
すか
一 日本では仕事 につい て差別が ある と思 う一
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発表者 性別 国 籍 発 表 テ ー マ
G 男 ドイ ツ 自転車 の問題
一 目本人 は人に注意 しない一
T 男 ドイ ツ 日本 のホ ー ム レス
ー ホ ー ム レスに な った原 因 は何 だ と思 うか一
C 男 マ レー シ ァ ビニール袋 の問題 にっいて
一 リサイ クルで きない ゴミは どうする一
K 女 香港 日本 の イ ン ター ネ ッ トシ ョ ッ ピ ング
ー 日本 で イ ンタ ー ネ ッ トシ ョ ッ ピン グ が普 及 し
て い な い理 由一
H 女 台湾 日本 のサ ラリーマ ンは どうして仕事 が終 わって
か らお酒 を飲 まなければ いけないか
一 目本 の専 業主婦 はかわいそ う～一
K 女 ドイ ツ 公害 問題
一私 たちは ゴミと汚染 に対 して どんなことがで
きますか一
R 女 リ トアニ ア 妊娠 中絶 を禁ず る
一妊娠 中絶 と殺人 は同 じだと思い ますか一
D 女 ポ ー ラ ン ド ヤマ ンバ フ ァッシ ョン
ー なぜ 目本 では人気が あるのか一
R 男 ドイ ツ 目本 の袋 一 グ リー ン ジ ャパ ンー
J 男 ア メ リカ リス トラ
ー リス トラ の た め に
,ど ん な こ と を した らい い
か一
K 男 デ ンマ ー ク 早稲 田大学高 円寺留学生会館 の来客者 について
のノレール
ー 日本 の寮のルールは厳 しす ぎるか一
T 女 デ ンマ ー ク あなた の国 では 日本 の こん な仕事 は大切 です
か～一エ レベー ターガー ル,銀 行 の案 内人一
T 女 台湾 日本の家族の女性 の地位 について
一家 事 は女性 の義務 です か一
T 女 ドイ ツ 目本の男女差別
一 あなたの国では女性 に も希望 する仕事 が与 え
られてい ますか一
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発表者 性別 国 籍 発 表 テ ー マ
H 女 フ ィ リ ヒ。ン 東京 の物価 は高 いで しょうか
一 日本 で予算 に合 った生 活がで きますか。 ど う
や ってお金 を貯 め るこ とがで き る と思 います
か一
P 女 マ レー シ ア 目本人 は働 きす ぎか
一 目本人 の働 きす ぎが,今 の 日本経済の成長 に
大 きな役割 を果 た した と思 うか一
5-7.発 表 者 の概 要
「口頭 表 現3」 ク ラス の学 習 者 は
,次 の5タ イ プ(T)に 分 け られ る 。
T1:文 法 力 が な く,消 極 的 で あ る。(2名)
T2:文 法 力 は ない が,積 極性 が あ る(話 した が る)。(5名)
T3:文 法 力 は ま あ ま あだ が,積 極 性 が あ る。(4名)
T4:文 法 力 も積 極性 もあ り,「 口頭 表 現 」4に 相 当 す る。(5名)
T5:文 法 力 は あ る の に,消 極 的 で あ る。(5名)
5-8.発 表 内 容 の紹 介
紙 幅 の 関 係 上,こ こ で は21名 の発 表 者 の 中 か ら上 述 のT1,3,(2,4は
省 略)5に 相 当す る学 習 者 の添 削前 の原 稿 を紹 介 す る。 文 中 の は
訂 正 の必 要 な箇 所 で あ り,()内 の言 葉 は教 師 に よ る添 削,ま た は添
加 例 で あ る 。
〔例1〕
目本語学習歴,本 国 で3か 月,早 稲 田で4か 月 台湾(女性)
シ ョー トデ ィス カ ッシ ョ ン シ ー ト2)
*話 す 日12月i3日 名 前 丁 ・1
*テ ーマ 今,日 本 の家族 の女性の地位 について
2)SDの シー トは,2000年 春 学期,国 際部 」6クラスで草野宗子先 生が作成 さ
れた もの を使 わせていただいた。
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*テ ーマにっ いて何 を知 っていますか。 どう思 います か。
先週,友 人 の家 を訪 問 した。晩飯(ご 飯)の あ とに(×),友 だちのお母 さんは
皿洗 い をして(し た り),み な さん にお茶 を入れ てや った(や った りして),と て
も忙 しかったです(忙 しそ うだ った)。
で も友人 の家 中の男性 はタバ コを吸 って(吸 った り),お 茶 を飲 んだ。(お茶
を飲 んだ りして,)と て も楽 しか ったです(楽 しそ うだった)。私 はとてもび っ く
りしま した(び っ くりした)。
目本 の家族 には(家族 の中で),男 性 の地位 は女性 の地位 よ り高い。家事は女
性 の義務(だ)と 思 い ました(思 った)。
*み ん なへの質問
Lい ま,日 本 の女性 の地位 は向上 しています か(い ると思い ますか)。
2,み なさんの国 には(で は)家族 中(家族 の中で)男 性 と女性 の地位 は同 じです
か。
3,家 事は女性 の義務 です か(だ と思 います か)。
〔意 見 交換 〕3〉
香 港:中 国 南 部 は 目本 と同 じで女 陸 が家 事 を す る。 で も,北 は男 女 同 じ。
目本 の女 の人 は,ご 主 人 の給 料 を全部 も ら うか ら,女 性 の地 位 は低
下 して い る とは思 え な い。
ドイ ッ:女 性 の義 務 は家 事 だ けで な い と思 う。 で も女 性 と考 え る 国 が多 い
と思 う。
台 湾:台 湾 は だ いた い 目本 と同 じ。
デ ンマ ー ク:男 も女 もい っ し ょに家 事 をす る の がふ つ う。大 切 な こ とが あ
る時,男 の人 が 正式 な料 理 を作 る 。
スエ ー デ ン:あ,ス エ ー デ ン も同 じ。(全 員 え ～)
マ レー シ ァ:世 代 に よ って違 う。両 親 の時 代 は家 事 はふ つ う。 で も仕事 を





日本語学習歴,本 国 で1年,早 稲田 で半年 デ ンマーク(男性)
シ ョー トデ ィ ス カ ッシ ョン シー ト
*話 す 目12月6目 名前K・K
*テ ーマ 早大高 円寺留学生学生寮 館内規則の来客者 のルール にっいて






*テ ーマにつ いて何 を知 っています か。 どう思 います か。
寮 の規則 による と,
第1:「 友 人 ・知人 な どの外部 の者 が寮 の玄関 までです。寮 内に招 き入 れ る
こ とは禁止 します 。
第2:来 客者 で宿泊 出来 るのは両親,兄 弟,兄 弟 に限 ります。
つま り,目 本人 とか,友 だ ちとか,恋 人 が入れ ない。 自分 の意 見(私)は このル
ールに困っている。 日本人 の友だち と遊 んだ ら,外 な らない と(話 したい時は,
外 へ出なければ)い けない。喫茶店 な ら,コ ー ヒー は400円 で,お 金 がかかる。
も う一 つ,今,寮 に 日本人 はあ ま りない(い ない)の で,日 本語 を全 然話 さない
(話すチャ ンスが全然 ない)。
*み ん な へ の質 問
1.こ の二 つ の ル ー ル は ど う と(×)思 う(か)。
2.あ な た の国 の寮 は,そ ん な に厳 しいル ー ル が あ る か ど う か を教 え て くだ さ
い(国 で は ど うで す か)。
3.日 本 の寮 の ル ー ル は ど う して,そ ん な に厳 しい(の)だ ろ う。
〔交換 意 見〕
スエ ー デ ン:大 人 な の に,子 ども に扱 われ て い る と思 う。
中国:寮 は 男,女 別 々 の 建 物 にな っ て い る。 用 事 が あ る時 は尋 ね て い く。
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尋 ね るの は男 の方 が 多 い 。私 もや った こ とが あ る。 外 か ら女 の人 の
名 前 を呼 ん で,出 て来 て も ら う。綺 麗 な 人 の 窓 の下 に男 の人 が た く
さ.ん立 って い た の で,び っ く り した こ と が あ る。(全 員 笑 う)
ドイ ッ:自 由に入 れ る。 ヨー ロ ッパ はだ い た い 同 じだ と思 う。
デ ンマ ー ク:建 物 の1階 は夫 婦 や 恋 人 同士 が 使 い,2階 は女,3階 は男 に
な って い る(ほ とん どの学 生 がび っ く りす る)。 み ん な 自由 に
出入 りして い る 。
香 港:(厳 しい ル ー ル は)安 全 の た め に必 要 だ と思 う。
デ ンマ ー ク:ど ん な安 全P
香 港:ど ろ ぼ うの人 が い るか も知 れ な い 。'
マ レー シア:モ ス レム の 国 だ か ら,男 女別 々 。寮 に住 ん で い る人 の友 だ ち
は一 緒 に入 れ る 。 以 下,省 略
〔例3〕
目本語学習歴歴 本国で1年,早 稲田大学で半年 ラ トビァ(女 ↑生)
シ ョー トデ ィス カ ッシ ョン シー ト
*話 す 目11月29日 名前G・R
*テ ーマ 妊娠 中絶 を禁ず る～
*キ ーワー ド
妊娠 中絶




*テ ー マにつ いて何 を知 っていますが。 どう思 いますか。
私 の国では(,)政 治 で よ く妊娠 中絶 を禁 ず るこ とについ てのディスカ ッシ ョ
ンがあ ります(を します)。今 ラ トビアでは妊娠 中絶 は合法的 ですが,妊 娠中絶
を禁止 したほ うがいい と思 ってい る人がた くさんい ます。 また,た くさんの反
対意見 もあ ります。
それ は,妊 娠 中絶 を禁止 して も不法 な妊娠中絶や捨 て られ る子 どもの数が多
いので,禁 ず るのは意味 がないと思 っているか らです。それ に,妊 娠 中絶 は人
問的 ではない と思 っている人,特 にカソリック と男 の人 などがい ます。妊娠 中
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絶 はいい と言い ません が,た だ禁ず るこ とは問題 の解決 にはな りませ んか ら,
み んな自分 で決 め るほ うがいい と思 います(自 分 でよ く考 え,そ して決 めた方
がいい と思 い ます)。
*み ん なへの質問
Lみ な さんの国の場合 は どうですか。
2・ 自分 の意見 は ど うです か。禁止す る方 がいいです か,禁 止 しないほ うがい
いですか。
3.妊 娠 中絶 は殺人 と同 じだ と思いますか。
〔意見交換〕
ポーラン ド:ポ ーラン ドは全員カソリックだから,中 絶は禁止です。
スペイン:ス ペインもカソリックだから,同 じ。でもイリーガルに中絶 を
している人がたくさんいる。これは問題です。





殺人 と同じだと思 う。(数人 うなず く)
アメリカ:中 絶より,避 妊の教育が大事だ と思 う。 目本はどうですか。
以下省略
例1の 学生は,目 本の家庭を訪問した時の 「家事 は女性の義務」 だと
思 うような異文化体験をもとに発表 した。母親 はとても忙 しそうにしてい
るのに,家 中の男性はタバコを吸った り,お 茶 を飲んだりしている。 目本
語学習歴は短いため文法面に問題があったが,家 庭内での人物描写がきち
んとできているので,質 問項目についての発言が活発になされた。
例3の 学生は,今 住 んでいる学生寮の規則に不満 を感 じている。 クラ
スの殆 どの学生が寮 に住んでいるので,こ のテーマについていろいろな意
見交換がなされた。それぞれの国の寮の規則 が紹介 されたが,結 果 とし
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て,早 稲田大学の高円寺学生寮の規則が一番厳 しいのではないか,と いう
ことになった。また,デ ンマークの学生の 「一つの建物 の中に3種 類 の
居住空間があって,一 階は学生夫婦用,二 階は女子学生用,三 階は男子学
生用になっている」 という発言にほとんどの学生が驚 き,そ して 「進んで
いますね」 という点で一致 した。
例4の 学生 は,問 題 となっている 「妊娠中絶」をとりあげ,ど うどう
と発表 した。学生たちは会話のや りとりから,中 絶問題に宗教が深 く係わ
っていることを認識 し,禁 止 しても不法な手段 を用いれば意味がないとい
う意見もでた。テーマがテーマだけに,男 子学生からの発言はほとんど無
かった。学習者の知的 レベルを考えれば,こ.の ようなテーマはとり上げて
も良いと思 うが,発 話には適 さないと思えた。
6.成 果と問題点
6-1.成 果
SDの 結果からは,目 本での生活を通して得た知識や考え方,目 頃 自分
が考えている問題 をクラスで提起 し,互 いに様々な情報 を理解 しようとす
る姿勢が伺 えた。この授業の良かった点 として(資 料1の3),「 発表の機
会がたくさんあった」「クラススメー トの国についていろいろな事が習え
た」を挙げている。これは多人数のクラスだからこそ,学 習者間のイ ンタ
ラクションが促進 され,様 々な考え方が共有できたのだと思 う。また,筆
者にとっても非常に有意義な時聞であった。
口頭表現の授業(資 料1の1)に ついては15名 が 「初めて話すことを中
心にした授業 を受けた」 と答え,13名 が 「会話力が良 くなった」,5名 が
「あまりかわ らない」 と回答 している。具体的な回答例についてはp.79,
81で 紹介する。
ひ2.問 題 点
SDを 例 にとると,発 表,話 し合いを含 め,90分 で1人20分 程度の発
表時間では4人 が限度であった。このため,話 が佳境に入 っていてもス
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トップ にせ ざ る を得 ない こ とが多 か った 。 ま た,多 人 数 の た め に,発 言 を
した くて も で き ない 場合 も あ った よ うだ。 こ の点 につ い て は,学 生 の授 業
評 価(P.81,4)に も表 れ て い る 。
6-3.学 生 へ の ア ンケ ー トと結果(P.80参 照)
最 終 回 に無 記 名 で 学習 者 に よる授 業 へ の評 価 と感 想 を調 べ た。 欠席 者2
名 と無 効 回答 者1名 を 除 き,回 答 数 は18で あ る。 評 価 基 準 は5段 階 と
し,便 宜 上A(5点:と て も良 い)か らE(1点:よ くな い)ま で の5点 評
価 と した 。 ア ン ケ ー ト項 目の評価 につ い て ま とめ る と次 の よ うに な る 。
1)コ ー ス デ ザイ ン(1),先 生 の指 導(2)に つ い て は5と4の 評 価 多 い 。
2)談 話 練 習(9)後 の ス キ ッ ト作 り(10)と そ の発 表(11)に つ い て5と4
の評 価 が 多 い 。
3)SDの 導 入 と教 師 の準 備(12),授 業 の 進 め方(13)に つ い も5と4
の評 価 が 多 い 。
(1)口 頭 表 現 の ク ラス につ いて の感 想(フ ォー マ ッ トは 資 料1参 照)
1)こ れ ま で 「話 す 」 こ と を中心 に した 授 業 を受 け た こ とが あ り ます
か 。
はい(2)い い え(15)無 回答(2)
2)あ な た の 会話 力 は 良 くな った と思 い ます か。
はい(13)あ ま り変 わ らな い(5)い い え(1)無 回 答(1)
「は い」 の 回答 例
・単 語 が多 くな った 。
・発 音 ,発 表,敬 語
・文 レベ ル で話 せ る よ うに な っ た。
・助 詞 を使 っ て,は っ き り自分 の考 え方 が表 せ る よ うに な った 。
・コ ミュ ニ ケ ー シ ョンが出 来 る よ うに な っ た 。
・発 表 す る機 会 が た くさん あ っ た の で,恥 ず か し くな くな った 。
・発 表 す る こ と,自 分 の意 見 につ い て話 す こ と。









ア ンケ ー ト項 目
(1) コー ス デ ザ イ ン (11) スキ ットの発表
(2) 先生の指導 (12) シ ョー トデ ィ ス カ ッ シ ョ
ン ・先 生 の準 備(3) 助詞の復習








「俳句 を作 ろう」 について
(8) 会話練習の進め方 (17)
「俳句 を作 ろう」・進 め方
(9) 談話練習 (18)
「俳 句 を作 ろ う」・プ レゼ
ンテ ー シ ョン
(10) ス キ ッ トを作 る
口頭 表現 ア ンケー ト結 果 一覧 表
ア ン ケ ー ト 項 目学 生
No. (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10)(11)(12)(13)(14)(15)(玉6)(17)(18)
① 4 4 3 3 3 3 4 4 4 4 4 5 5 5 4 5 5 4
② 4 4 3 3 3 2 2 4 4 5 / 4 4 4 / 4 4 4
③ 4 5 5 / / 4 5 5 5 4 5 5 5 4 4 / 3 3
④ 5 5 4 4 2 4 5 4 4 4 5 2 4 4 4 4 4 5
⑤ 3 2 ノ 4 4 4 4 4 4 4 4 5 5 5 4 4 5 5
⑥ 5 5 4 4 5 5 5 4 5 4 4 5 4 4 3 4 4 4
⑦ 5 5 4 5 5 4 4 5 4 5 5 5 4 5 4 5 5 5
⑧ 千 牛 4 尋 千 / 尋 3 ヰ 4 4・ 4 4 4 4 4 4 4
⑨ 4 4 4 4 4 4 5 4 4 5 5 4 3 4 3 4 4 4
⑩ 5 5 / / 4 4 5 5 5 5 5 5 5 5 2 5 5 5
⑪ 4 4 4 3 4 / 3 3 4 / 3 5 4 4 3 5 5 /
⑫ 4 4 4 5 4 4 5 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
⑬ 4 4 4 4 3 3 3 4 4 4 5 4 5 3 3 / 4 4
⑭ 4 5 4 4 4 4 5 5 5 5 5 5 5 5 4 5 5 5
⑮ 5 4 5 5 4 4 4 4 5 5 5 3 4 4 4 4 4 2
⑯ 5 5 5 5 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 /
⑰ 4 5 5 5 4 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4 4
⑯ 5 4 5 3 2 3 4 3 3 3 4 5 5 5 4 3 3 3
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・依 頼 表 現 ,「 あげ る ・もら う」 の 表現 が 良 くな った 。
「あ ま り変 わ らな い の 回答 例 」
・準 備 が ない と話 せ な い 。 これ は私 の問 題 です 。
・会 話 の内 容 がわ か っ てい て も緊 張 して話 せ な い 。
・練 習 しな い か ら。
・授 業 の練 習 は良 か っ たけ ど,本 当 の会 話 とは違 うか ら。
・ク ラ ス の人 数 が多 くて話 す 機 会 が少 な か った か ら。
「い い え の回答 例 」
・発 音 が悪 い の で会 話 の 自信 が な い 。
3)こ の授 業 の 良 か っ た点 につ い て
・基 本 的 な こ との練 習 ,敬 語 を使 って練 習 した 。
・先 生 は熱 心 で いつ も元気 だ った 。練 習 の機 会 もた く さん あ っ た 。
・い ろ い ろ な技 能 が教 え られ た 。 トヒ。ッ ク もお も しろ い 。
・話 した り,発 表 した りす る機 会 が た くさん あ った 。
・話 す よ うに仕 向 け られ た こ ≧。
・シ ョー トデ ィ ス カ ッシ ョンが とて もお も しろか った 。 ク ラス メー
トの 国 に つ い て,い ろい ろな こ とが 習 えた 。
・目常 生活 で よ く使 う表 現 を勉 強 した 。
・先 生 は 公 正 で,皆 に平 等 に話 させ た 。
4)こ の授 業 の あ ま り良 くな か った 点 にっ い て
・学 生 の 人数 が 多 す ぎる。 半 分 だ っ た らも っ と良 い 。
・時 問 が 少 な い 。 文法 の説 明 が 短 か す ぎ る 。
・学 生 の中 に ,レ ベ ル の違 う学 生 が い た 。
・授 業 は とき ど き慌 て て(時 間 に制 約 が あ り),ス トレス な感 じ が し
た。
・会 話 練 習 や 発表 の 時 ,待 っ て い る時 問 が多 か った 。
(2)学 習 者 に よ る 自 己評 価 につ い て は質 問 項 目が 多 い た め,次 の6項
目に つ い て紹 介 す る(資 料2参 照)。 評 価 法 はA(大 変 良 い)B(良
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い)C(ふ つ う)D(あ ま り良 くな い)E(良 くな い)ま で を設 定 した 。
1)SDに 参 加 した 。
A5人B10人C3人D1人
5)自 分 が発 表 した こ と を ク ラ ス メー トが理 解 して くれ た 。
A1人B11人C6人D1人
8)わ か らな い時,質 問 して確 かめ た 。
A4人B2人C11人D1人 無 回答1人
9)自 分 で話 した い こ とが 言 えた 。
A2人B8人C7人D2人
11)ほ か の人 が言 って い る こ とが理 解 で きた 。
A3人B7人C7人D2人
13)ほ か の人 に,自 分 の情 報 を伝 え る こ とが で きた 。
A1人B11人C6人D1人
7.ま とめ と今 後 の課 題
7-1.ま と め
紙 幅 の関 係 上,こ こで は学 生 に よる ア ンケ ー トの結 果 を も と に,初 め に
に述 べ た 三 つ の仮 説 の妥 当性 に つ い て検 討 し,ま と め とす る。
「会 話 力 が伸 び た 」 と回 答 した 学 生 は13人 で
,ク ラス の半 数 以 上 に あ
た る。練 習 や 発表 の機 会 が た くさ ん与 え られ た こ と に よ り,次 の よ うに答
え てい る。
1)コ ミ ュニ ケ ー シ ョン がで き る よ うに な った 。
2)も っ と 自然 に話 せ る よ うに な った 。
3)は っ き り 自分 の考 え方 が 表 せ る よ うにな っ た 。
4)文 レベ ル で話 せ る よ うに な った 。
5)目 常 生 活 で よ く使 う表 現 を勉 強 した 。
さ らに,学 生 の 自己 評価 の 「自分 が発 表 した こ とを ク ラ ス メー トが理 解
して くれ た(P.82,No.5)」 で は,A1人,B11人,C6人,D1人 とな
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っ て お り,「 ほ か の人 に 自分 の情 報 を伝 え る こ とが で き た(p。82,No.
13)」 に つ い て もA1人,B12人 と答 え て い る 。評 価 が ほ ぼ 同数 字 に な
って い るの は偶 然 とは考 え に くい が,そ れ だ け 学習 者 の 考 え が一 定 して い
る と も考 え られ る。 非 母 語 話 者対 非 母 語 話 者 の 関係 で は,「 互 い に支 え あ
った り,相 手にわかるように気をつけて話すようになる」が利点 として挙
げ られているが,こ の点が裏付けられたような結果 になっている。これに
よって,仮 説1の 妥当性は認められる。
次に,SDの 果たした役割は大きいと思 う。学習 レベル差があり,し か
も多人数の当クラスおいて,共 同作業的なSDは 学習者 に準備 のための
負担があまりかからず,か つ様々な知識が共有できたことが好評だったよ
うだ。多人数 のため全員終了までに2か 月かかったが,こ れについての
不満はなかったし,む しろ自分の発表 を楽 しみにしているように感 じられ
た。特筆すべ き点は,「 コースデザイ ン」 と 「先生の指導」 に・それぞれ
3と2つ 評価 を与えた学生は,SDに は5の 評価を与 えていることであ
る。 また,コ メン トの 「楽 しかった。そ して,ク ラスメー トの国につい
て,い ろいろなことが習えた」に代表されるように,教 室が一つの宇宙で
あり,そ の中に様々が国が実在したように思 う。教師からの援助だけでな
く,よ り熟達 した学習者や学習者同士から得 られた知識は さらに内省化を
促進 し,今 後 の言語学習に役立っていくものと確信 した。これによって,
仮説2も 論証できたと言える。
最後に,「 この指導のあま り良くなかった点について」(p.81)の 中から
次の2点 にっいてふれたいと思 う。
① 「学生の中に レベルの違 う学生がいた」 に関連 して,レ ベル5や4
から当 レベル3に 入った学生を指 しているのだ と思 う。確かに文法力,
語彙力の差はあったが,談 話練習などのような定式化 された表現の練習,
そして発表においては,そ の差が原因で授業についてこられない学生はい
なかった。 しかし学生側からすれば,ス トレスを感 じたのではないだろう
か。
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② 「学生の人数が半分だったら,も っと良かった」 という意見 も少な
からずあったが,こ の点 については大学側の事情 も絡んでくるので,教 師
が解決できる問題ではない。しかし,こ の14週 問を通 して,学 習者に満
足感を与えるクラス指導は可能であることを実感 した。教材の吟味,ト ヒ。
ックの与え方,発 話の機会の与え方 も大切であることがわかった。また,
学習者は目本語学習能力が初級 レベルであっても,知 的レベルは他 レベル
の学習者 と何 ら変わらないとい うことを実感 した。
7-2.今 後の課題
仮説3の 「多人数は学習者 の心理作用に深 く関わる」に関連 し,「会話
力 はあまり変わらない」 と答えた5人 の学習者 には,1)み んなの前だと
緊張す る,2)人 数が多いと恥ずかしい,3)準 備 をしないと話せない,な
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下 の1～4の 質 問 に答 えて 下 さい 。
1.こ れ まで,あ な た は会 話 の学 習 を中心 に した授 業 を受 け た こ とが あ り
ます か。
は い()い い え()
「は い」 と答 え た人:あ な た の 国 でP目 本 で ～
・そ れ は どん な授 業 で した か
。
・「口頭 表 現4」 の ク ラス と く らべ て ど うです か
。
2・ あ奪 た の会 話 力 は良 くな った と思 い ま す か 。
は い()あ ま り変 わ らな い()
い い え()
「は い」 と答 え た人
・た と えば ,ど ん な こ とです か。
「あ ま り変 わ らな い」 と答 え た人
・ど う して,そ う思 い ます か 。
「い い え」 と答 え た人
・た ≧えば ,ど ん な こ とです か 。 ど う して そ う思 い ます か 。
3・ この授 業 の 良 か った点 につ い て,書 い て くだ さい 。
4.こ の授 業 の あ ま り良 くな か った 点 につ い て書 い て くだ さい 。
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資 料2自 己 評 価(じ こひ ょ うか:selfevaluation)
1.あ な た は,小 グル ー プ ・ディ ス カ ッシ ョンやPairWorkで,ど の く
らい 貢 献(こ うけ ん:devote)し た と思 い ま す か 。1～5ま で の数 字 で
示 しな さい 。(評 価:A;大 変 よい,B=よ い,C=ふ っ う,D=あ ま
りよ くない,E=よ くない)





















































































































2)ShortDiscussionに 参 加 し た
3)ロ ー ル ・プ レ イ に 参 加 した
4)ク ラ ス の 発 表(dialoguespresentationな ど
5)自 分 が発 表 した こ と をク ラス メ ー トが理 解 し
6)自 分 は 良 い 発表 が で き た
7)質 問 す る時,で きる だ け詳 し く説 明 した
8)わ か らな い 時,質 問 して確 か め た
9)自 分 で話 した い こ とが言 え た
10)ほ か の 人 の 意 見 を聞 くこ とが で き た
11)ほ か の 人 が 言 って い るこ とが理 解 で きた
12)正 しい 文 法 が使 え た
13)ほ か の 人 に,あ な た の 情報(じ ょ うほ う:in
こ とが で きた
14)話 して い る時,適 当(て き と う:appropriat(
うこ とが で きた
15)ク ラス で は,内 容 に合 った(match～withM
2.何 か意 見 が あ っ た ら書 いて くだ さい 。
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